
平成 21 年 4 月 10 日    ふるさと通信          第 90 号（1） 

２０
年
度
９０
号
（
年
度
の
最

後
）
の
発
行
に
あ
た
り
会
長
と

し
て
の
所
信
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会
は

19
年
度
よ
り
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
と
一
本
化
し
て
活
動
し
て

お
り
ま
す
の
で
従
来
と
異
な
り

柏
市
の
理
念
で
あ
り
ま
す
少
子

高
齢
化
に
よ
る
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
、
安
全
で
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
防
犯
防

災
、
生
活
環
境
の
向
上
、
地
域

で
ふ
れ
あ
い
支
え
あ
う
保
健
福

祉
の
充
実
を
目
途
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の

内
容
を
地
域
住
民
の
皆
様
に
報

告
す
る
た
め
毎
号
６
千
部
余
作

 

こ
の
一
年
社
協
の
事
業
は
、

担
当
者
の
努
力
と
皆
様
の
協
力

に
よ
り
、
ほ
ぼ
予
定
ど
お
り
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
主

な
も
の
を
振
返
っ
て
み
ま
す

と
、
ひ
と
つ
は
、
今
後
の
富
里

地
域
の
指
針
と
な
る
、
第
２
期

地
域
健
康
福
祉
計
画
の
策
定
作

業
で
す
。
各
町
会
か
ら
メ
ン
バ

ー
を
選
出
し
、
９
月
か
ら
数
度

に
わ
た
る
検
討
の
結
果
、
12
月

末
市
社
協
に
提
出
し
ま
し
た
。

今
後
の
富
里
地
域
の
長
期
計
画

の
指
針
と
な
り
ま
す
。
年
度
末

永
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活

動
さ
れ
て
い
た
方
が
、
柏
市
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
12
月

17
日
。
高
齢
者
福
祉
部
主
催

の
「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
昼
食

会
」
で
、
花
束
の
贈
呈
を
行
い
、

み
な
さ
ん
で
感
謝
の
意
を
表

し
ま
し
た
。
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成
し
各
町
会
加
入
の
全
世
帯
に

配
布
し
て
お
り
ま
す
。
２１
年
度

か
ら
も
益
々
内
容
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会 

会
長 

今
井 
恒
夫 

富
里
地
区
社
協
部
会 

部
会
長 

河
野 

吉
次

に
は
、
柏
市
全
体
で
取
り
ま
と

め
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。次
は
、19

年
11
月
発
足
し
た
子
育
て
サ
ロ

ン
。
関
係
者
の
熱
意
と
工
夫
に

よ
り
、
小
学
校
の
子
ど
も
ル
ー

ム
を
利
用
し
た
サ
ロ
ン
と
し
て

ほ
ぼ
定
着
し
ま
し
た
。
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
５０
人
を
超
え
、

す
く
す
く
育
つ
よ
う
温
か
く
見

守
っ
て
い
ま
す
。
最
後
は
、
認

知
症
勉
強
会
。
継
続
重
点
テ
ー

マ
と
し
て
取
り
上
げ
、
啓
蒙
に

努
め
て
い
ま
す
。
各
地
域
の
ふ

る
さ
と
会
館
や
民
生
委
員
・
地

域
包
括
セ
ン
タ
ー
職
員
の
協
力

の
も
と
、
今
後
も
地
道
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部 

柏
市
か
ら
表
彰 

表
彰
さ
れ
た
方
々 

柴
田 

直
子
さ
ん
（
富
里
） 

山
口 

芳
子
さ
ん
（
通
一
） 

大
井 

邦
子
さ
ん
（
豊
西
） 

道
口 

典
子
さ
ん
（
豊
東
） 

以
上
四
名
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

柏
市
防
災
福
祉 

Ｋ
・
Ｎ
Ｅ
Ｔ
へ
の
参
加 

目
的 

災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確

保
の
た
め
、
日
頃
の
見
守
り
と

災
害
時
の
情
報
連
絡
や
避
難

等
の
支
援
を
行
う
。 

支
援
を
受
け
る
に
は 

災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請

書
を
提
出
し
、｢

防
災
福
祉
Ｋ
・

Ｎ
Ｅ
Ｔ｣

へ登
録
。 

支
援
者
と
な
る
に
は
。
柏
市
防

災
福
祉
Ｋ
・Ｎ
Ｅ
Ｔ
支
援
者
登
録

申
請
書
に
よ
り｢

防
災
福
祉
Ｋ
・

Ｎ
Ｅ
Ｔ｣

に
登
録
。 

（ス
テ
ッ
プ
Ⅰ
）支
援
団
体
、
支
援

者
の
登
録
。
町
会
、
自
主
防
災
、

自
治
会
、
個
人
は
柏
市
に
支
援

者
の
申
請
を
す
る
。 

（
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
）
災
害
時
要
援
護

者
への
呼
び
か
け
、
登
録
。
民
生
・

児
童
委
員
は
柏
市
の
情
報
を
基

に
、
声
か
け
訪
問
の
際
、
災
害
時

要
援
護
者
登
録
申
請
書
を
希
望

者
に
配
布
し
、
要
援
護
者
か
ら

申
請
書
を
受
け
取
る
と
、
柏
市

に
提
出
す
る
。 

（ス
テ
ッ
プ
Ⅲ
）避
難
支
援
チ
ー
ム

の
結
成
と
見
守
り
。
柏
市
は
ス
テ

ッ
プ
Ⅰ
及
び
ス
テ
ッ
プ
Ⅱ
の
情
報

を
基
に
要
援
護
者
と
支
援
者
の

組
み
合
わ
せ
を
行
い
、
支
援
者

（町
会
等
）に
要
援
護
者
情
報
を

開
示
す
る
。
支
援
者
及
び
要
援

護
者
は
、
日
頃
か
ら
お
互
い
に

「
顔
の
見
え
る
」関
係
づ
く
り
を

行
い
、
災
害
時
に
、
支
援
者
は
安

否
確
認
や
避
難
誘
導
の
支
援
を

行
う
。 
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６
月
14
日
。
第
三 

小
学
校
の
体
育
館
で 

「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ 

の
集
い
」
が
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。
小
学
生
と
６
０
歳

以
上
の
方
々
が
大
勢
集
ま
り
、

一
緒
に
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
し

な
が
ら
体
を
動
か
し
ま
し
た
。

各
種
目
の
最
高
得
点
者
は
、
記

念
品
を
も
ら
っ
て
う
れ
し
そ

う
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま

し
た
。 

平
成
20
年
度
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
集

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
の
一
部
の
シ
ー
ン
を
写
真
で
綴

っ
て
み
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
協
議
会
研
修 

 

首
都
高
速
道
路
の
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
横
転
事
故
の
影
響

で
予
定
が
大
き
く
狂
わ
さ
れ

ま
し
た
が
、
移
動
車
の
中
の
臨

時
討
論
会
は
そ
れ
な
り
に
有

意
義
で
し
た
。

８
月
８
日 

豊町東町会 
床上浸水 17件 床下浸水 22件

地元消防団や民生委員の皆さん

の協力で一人暮らしの高齢者を無

事救出しました。 

富里町会 
ドアやサッシ、バスルームと

洗濯機の排水口等から水が噴

出し、カーペットや畳、家財

に、大変な損害を受けました。

10月３日 

男
性
料
理
教
室 

 

メ
タ
ボ
予
防
を
目
的
と
し
た
料

理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
男
女
合

計
２
１
名
（
男
性
６
、
女
性
４
、
講

師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）。 

（
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
）

７
月
30
日 

ア
イ
デ
ィ
ア
人
形
作
り
講
習
会 

（
生
活
環
境
部
） 

７
月
８
日 

花と緑の教室 
（文化部） 

8 月30 日 
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各町会が得点を競い合い、楽しい時間を過ごしました。 

10
月
19
日
（
日
）、
地
域
の
６

町
会
が
、
第
三
小
学
校
の
校
庭

に
集
結
し
、「
第
27
回
富
里
ふ
れ

あ
い
体
育
祭
」
が
、
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

１１
月
１
日
、
２

日
に
開
催
さ
れ
た

富
里
地
域
の
文
化

祭
は
、今
回
で
25
回

を
数
え
る
に
至
り
、

多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

第 25 回

小
雨
交
じ
り
の
中
、
朝
か

ら
大
勢
の
地
域
の
ち
び
っ

子
た
ち
が
富
里
近
隣
セ
ン

タ
ー
に
集
ま
り
、
野
外
炊

飯
を
行
い
ま
し
た
。 

午
後
か
ら
は
、災
害
対
策
の
ビ

デ
オ
や
、
柏
警
察
の
お
ま
わ
り

さ
ん
の
防
犯
に
つ
い
て
の
お

話
を
通
し
て
、
防
災
・
防
犯
に

つ
い
て
お
勉
強
を
し
ま
し
た
。

11月8日 

10月24日 

市
内
清
掃
施
設
見
学
会 

（
生
活
環
境
部
） 

11
月 

見事「緑ヶ丘町会」が総合優勝！
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《
月
例
行
事
》 

●
子
育
て
サ
ロ
ン 

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
昼
食
会 

●
ゆ
う
ゆ
う
サ
ロ
ン 

●
お
し
ゃ
べ
り
会 

《
イ
ベ
ン
ト
》 

●
定
期
総
会 

●
ご
み
ゼ
ロ
運
動 

●
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
集
い 

●
ふ
る
協
研
修
旅
行 

●
ふ
れ
あ
い
体
育
祭
（
豊
小
） 

●
お
で
ん
の
会 

●
文
化
祭 

●
社
協
研
修 

●
ふ
れ
あ
い
祭
り 

 

 

平
成
21
年
新
年
会 

（
朝
日
会
館
） 

１
月
10
日 

富
里
地
域
ふ
る
さ
と
協
議
会

と
交
通
安
全
組
合
富
里
支
部
と

の
合
同
で
、
印
旛
郡
栄
町
の
出

津
河
川
防
災
広
報
セ
ン
タ
ー
に

て
、
利
根
川
下
流
事
務
所
及
び

印
旛
利
根
川
水
防
事
務
組
合
の

方
々
か
ら
、
利
根
川
東
遷
事

業
・
水
害
の
歴
史
や
、
水
防
工

法
・
河
川
改
修
か
ら
利
水
事
業

に
関
す
る
説
明
な
ど
を
、
熱
心

に
聴
講
し
、
河
川
の
洪
水
に
対

す
る
水
防
の
必
要
性
を
再
確
認

し
ま
し
た
。 

２月３日 

焼きそば・トン汁・お汁粉等は調理

室で準備して、運びました。 

３
月
10
日
（
土
） 

近
年
で
は

珍
し
く
、
雨
の
「
ふ
れ
あ
い
祭
」

と
な
り
ま
し
た
。
実
行
委
員
の

皆
さ
ん
は
会
場
設
営
に
戸
惑

い
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

人
気
の
焼
き
そ
ば 

外
で
行
う
は
ず
だ
っ
た
「
模
擬
店
コ

ー
ナ
ー
」
や
「
子
供
の
遊
び
場
」
は
、

玄
関
先
や
、
狭
い
ホ
ー
ル
で
店
開
き

を
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
人
気
の

「
焼
き
そ
ば
」
は
昨
年
を
上
回
る
販

売
数
を
記
録
ま
し
た
。 

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー 

バ
ザ
ー
へ
の
来
場
者
は
例
年
に

比
べ
る
と
少
な
め
で
し
た
。
し

か
し
地
域
の
福
祉
活
動
へ
充
当

す
る
売
上
は
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お

り
で
、
ひ
と
安
心
で
し
た
。 

お
年
寄
り
は
元
気
い
っ
ぱ
い 

最
後
ま
で
元
気
だ
っ
た
の
が
、
風

雨
を
も
の
と
も
せ
ず
に
各
町
会
か

ら
集
ま
っ
た
、
老
人
会
の
皆
さ
ん

で
し
た
。 21

年
度
の
主
な
予
定 


